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全学年を通じた切れ目
のない読書環境づくり

〜 奈義町⽴奈義⼩学校の取り組み 〜

松村 謙（奈義町教育委員会 学事課）

はじめに︓こんなまちです奈義町
●岡⼭県北東部、⿃取県との県境に接する

人口 約５，７００人のまち
●主な産業︓農業、畜産業、林業
●特産品 ︓サトイモ､アスパラガス､白ネギなど
●畜産のまちとして､なぎビーフ､おかやま⿊豚の

ブランド化に取り組んでいる
●陸上⾃衛隊⽇本原駐屯地

町面積の約５分の１を占める「⽇本原演習場」

はじめに︓こんなまちです奈義町
●文化面では・・・
●江⼾時代から伝わる伝統芸能

県重要無形⺠俗文化財「横仙歌舞伎」
●なぎビカリアミュージアム

（化石発掘体験ができる施設）
●奈義町現代美術館

建築家 磯崎新氏（プリツカー賞受賞）
の設計による第三世代美術館

子育て応援宣言
こどもまんなかサポーター宣言のまち
●近年では、

合計特殊出⽣率の⾼さが話題になったことで、
子どもを産み育てやすい環境づくりのための
少子化対策や、子育て・教育施策が注目され
ている

〈合計特殊出⽣率︓２０１８年時点〉
全国平均 １．４２→ 奈義町 ２．９５

奈義町の学校園の様子
●保育園１園、幼稚園２園、⼩学校１校、中学校１校
●保育園と幼稚園は１園に統合

「なぎっ子保育園」として２０２４年オープン予定。
●中学校も建替工事中。第１期工事の教室棟が完成。

今後は、学校図書館、ランチルームなどを含む第２期
工事を経て、２０２４年秋頃グランドオープン予定。

奈義⼩学校の概況（2023年4月時点）
●児 童 数 ︓

２９６人 各学年２クラス、⽀援学級２クラス

●学校図書館︓
蔵書数 約８，８００冊

●学校司書 ︓
１人（常勤・町職・⼩中兼務）
⼩学校週３⽇、中学校週２回
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奈義⼩学校における読書活動（１）
【週１回「図書の時間」授業の実施】
●２０１９年から、国語科の⼀環として実施。
●全校児童が原則週１回４５分間、クラス毎に交代で

学校図書館（図書室）を利⽤。
●学校司書による読み聞かせ、ブックトーク、図書の

貸出（必ず１冊⾃分で図書を選ぶ）、静読。
●学校司書が常駐する月･火･木は､業間休み（２０分）､

昼休み（３０分）にも、⾃由に読書、貸出返却。
●結果的に、「不読率」ゼロパーセント。

奈義⼩学校における読書活動（２）
【地域の⽅との連携︓ボランティアによる読み聞かせなど】
●なぎっ子サポーター（学校⽀援ボランティア）

絵本の読み聞かせ（１〜３年）
ストーリーテリング（４〜６年）
昔話の語り（１〜６年）

●それぞれ月２回程度実施。始業前の１０分程度。

奈義⼩学校における読書活動（３）
【放課後児童クラブとの連携︓図書室開放】
●令和３年７月から実施。
●⼩学校図書館（図書室）を開放。

児童クラブの利⽤児童が宿題、読書に利⽤。
●当初、保育の分散化、新型コロナウイルス感染拡大を

予防する観点から開始。
●⾒守り、指導は児童クラブ⽀援員と学校司書が⾏う。
●令和５年度も夏休みを中⼼に実施中。

奈義⼩学校における読書活動（４）
【町⽴図書館との連携︓「セカンドブック」事業の実施】
●２０２２年度から実施。
●「ブックスタート」事業のフォローアップとして。
●奈義⼩学校５年⽣が対象。
●児童は、町⽴図書館司書、学校司書、図書担当教諭が

協⼒して作成した「おすすめ本リスト」から本を選ぶ。
●児童が選んだ本を購入し、対象児童に贈る。
●⾼学年の読書への興味関⼼を⾼めることにつながっている。

５年⽣貸出冊数︓
2021年度1学期 285冊→ 2023年度1学期 563冊

奈義⼩学校における読書活動（５）
【取組みを通じて…図書の利⽤率も向上しています】
●貸出冊数︓

2018年度 8,660冊→ 2022年度 11,646冊
●予約・リクエスト件数︓

2018年度 8,660冊件→ 2022年度 1,266件

利⽤の増加は、図書室にいけば「読みたい本がある」
という児童からの期待感の表れと考えられる。

むすびに
今後も子どもの読書にかかわる個人や団体と協⼒
しながら、切れ目のない子どもの読書環境づくり
と、読書の楽しさ、有⽤性を伝える活動に取り組
んでいきます。(^o^

ご質問やお気づきの点がございましたら
松村 謙（奈義町教育委員会学事課）
matumura@town.nagi.lg.jp まで


